
平成   年   月   日  

は じ め に 
 

             ボーイスカウト静岡県連盟  
所属団 浜松第１２団  氏名 袴田真由     

 
 
１．プロジェクト実施に対する動機（ニーズの発意） 

昨 年 の夏 、私 は２２ＷＳＪ2 参 加 した。そこでたくさんの出 会 いから様 々なことを学 んだ。自 分 が

世 界 ジャンボリーで学 べたことを多 くの人 に伝 えたい・・・その思 いから今 回 の朝 霧 キャンポリー

に参 加 することを決 意 した。そして一 緒 に活 動 するメンバーに活 動 の楽 しさを伝 えることを目 標

とし、また教 える立 場 から学べることを吸 収したいと考 えている。今 までの活 動 では自 分 が活 動

の中心となって、活動する場面が多かった。しかし今回のキャンポリーは、後輩に指導する立場

として参 加 する。私 も奉 仕 活 動 の一 環 として仲 間 をサポートするとともに、活 動 を楽 しみたいと

思っている。 
 
 
 
 
 
 

 
 
２．個人の目標（資質の面） 

№ 氏 名  個人の成長目標  
１ 袴田真由  

 
参加メンバーを楽しませると共に指導者の立場を学ぶ 

２  
 

 

３  
 

 

４  
 

 

５  
 

 

６  
 

 

 
３．挑戦するアワードおよび技能章  

アワードの分野  技能章  
エネルギー章  
野営管理章  
 

奉仕活動  

 
 



平成   年   月   日  

プロジェクト企画書  

テーマ 「 entertain in 朝霧キャンポリー 」 
活動チーム名：                 

 
            ボーイスカウト静岡県連盟  

所属団   浜松１２団    氏名   袴田真由      
１．目的   

参加メンバーを楽しませると共に指導者の立場を学びスカウトをサポートする 
 
２．活動内容（目標） 

活動  内     容  期  間  場  所  
1 プロジェクト企画、計画  

 
H２４、４、１２～７、３

０ 
西村副長の家  
和地山集会場  

2 プロジェクト準備  
 

H２４、７、３０～８、９ 西村副長の家  
農 村 環 境 改 善 セン

ター 
自宅  

3 プロジェクト実施  
 

H２４、８、１０～８、１

４ 
ふもとっぱら 

4 プロジェクト報告  
 

H ２ ４ 、 ８ 、 １ ５ ～ ８ 月

末  
自宅  

  
 

  

 
３．参加者    活動チームチーフ     袴田真由  
                  マネージャー    袴田真由  
                  メンバー      
 
 
４．期 間     H２４、４、１２～８月末  
 
５．予算概要        チーム活動費（隊予算分）             円  
                個人負担分（＠  ２０，０００   × １人）   円  
                                              円  
            

合計                     ２０，０００ 円  
 
６．隊長の評価  
   
 
 

隊長名  
 



平成   年   月   日  

活動実施計画書１  
 
活動チーム名                

 

１．活動のテーマ entertain in 朝霧キャンポリー 

 

２．活動の目的  参加メンバーを楽しませると共に指導者の立場を学びスカウトを

サポートする 
 
３．活動内容（目標） 

（活動１） 
プロジェクト企画、計画  

 
４．行動計画（日程） 

月  日  内      容  場  所  
４月 29 日  
 

朝霧キャンポリーの概要確認  西村副長の家  

６月３日  
 

朝霧キャンポリーの内容把握  西村副長の家  

７月 16 日  
 

エネルギー章のソーラー発電検討  
隊交歓会の内容決め  
 

和地山集会場  

７月３０日  
 

活動実施報告書作成  西村副長の家  

 

５．人的・物的資源  
朝霧キャンポリー参加隊長  
 

 
６．役割  

役 務  氏   名  内     容  
チ ー フ 、 マ ネ ー

ジャー 
袴田真由  ベンチャー会議議長  

   
   
 
７．期 間  H２４、４、１２～７、３０ 
 
８．予算概要   

 
合計     0  円  

 
９．隊長評価  

隊長名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 



平成   年   月   日  

活動実施報告書１   
 
活動チーム名                

 

１．活動のテーマ entertain in 朝霧キャンポリー 

 

２．活動の目的  参加メンバーを楽しませると共に指導者の立場を学びスカウトを

サポートする 
 
３．活動内容（目標） 

（活動  ） 
プロジェクト企画、計画  
 

 
４．行動報告（日程） 

月  日  内      容  場  所  
４月 29 日  
 

朝霧キャンポリーの概要確認  西村副長の家  

６月３日  
 

朝霧キャンポリーの内容把握  西村副長の家  

７月 16 日  
 

エネルギー章のソーラー発電検討  
隊交歓会の内容決め  
 

和地山集会場  

７月３０日  
 

活動実施報告書作成  西村副長の家  

 

５．活動に於ける 
役割  

ベンチャー会議議長  
 
 

 
６．収支報告  

使用品  金 額  備考  
特になし   
   
   
 
７．期 間  H２４、４、１２～７、３０ 
 
８．実施展開に対する反省・評価  
朝 霧 キャンポリーの参 加 隊 長 の指 導 により、キャンポリーの詳 細 予 定 ・具 体 的 な役 割 が明 確 にな

った。エネルギー章のソーラー発 電 についてはより詳しく内 容を考 えていきたい。また交 歓 会 の出し

物についても相手の隊の人と連絡を取り合いたいと思う。  
 

 



平成   年   月   日  

活動実施計画書２  
 
活動チーム名                

 

１．活動のテーマ entertain in 朝霧キャンポリー 

 

２．活動の目的  参加メンバーを楽しませると共に指導者の立場を学びスカウトを

サポートする 
 
３．活動内容（目標） 

（活動１） 
プロジェクト準備  

 
４．行動計画（日程） 

月  日  内      容  場  所  
   
   
   
   
 

５．人的・物的資源  
朝霧キャンポリー参加隊長  
 

 
６．役割  

役 務  氏   名  内     容  
チ ー フ 、 マ ネ ー

ジャー 
袴田真由   

   
   
 
７．期 間   
 
８．予算概要   

 
合計       円  

 
９．隊長評価  

隊長名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 



平成   年   月   日  

活動実施報告書２  
 
活動チーム名                

 

１．活動のテーマ entertain in 朝霧キャンポリー 

 

２．活動の目的  参加メンバーを楽しませると共に指導者の立場を学びスカウトを

サポートする 
 
３．活動内容（目標） 

（活動  ） 
プロジェクト準備  
 

 
４．行動報告（日程） 

月  日  内      容  場  所  
   
   
   
   
 

５．活動に於ける 
役割  

ベンチャー会議議長  
 
 

 
６．収支報告  

使用品  金 額  備考  
特になし   
   
   
 
７．期 間   
 
８．実施展開に対する反省・評価  
 
 

 
 
 
 
 
 
 



平成   年   月   日  

活動実施計画書３  
 
活動チーム名                

 

１．活動のテーマ entertain in 朝霧キャンポリー 

 

２．活動の目的  参加メンバーを楽しませると共に指導者の立場を学びスカウトを

サポートする 
 
３．活動内容（目標） 

（活動１） 
プロジェクト実施  

 
４．行動計画（日程） 

月  日  内      容  場  所  
８月１０日  交歓会のサポート  
８月１１日  開会式奉仕  

スタンプラリーイベント準備  
 

８月１２日  スタンプラリーイベント奉仕   
８月１３日  閉会式奉仕   
 

５．人的・物的資源  
朝霧キャンポリー参加隊長  
 

 
６．役割  

役 務  氏   名  内     容  
チ ー フ 、 マ ネ ー

ジャー 
袴田真由   

   
   
 
７．期 間  H２４、８、１０～８、１４ 
 
８．予算概要   

 
合計      円  

 
９．隊長評価  

隊長名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 



平成   年   月   日  

活動実施報告書３  
 
活動チーム名                

 

１．活動のテーマ entertain in 朝霧キャンポリー 

 

２．活動の目的  参加メンバーを楽しませると共に指導者の立場を学びスカウトを

サポートする 
 
３．活動内容（目標） 

（活動  ） 
プロジェクト実施  
 

 
４．行動報告（日程） 

月  日  内      容  場  所  
８月１０日  交歓会のサポート  
８月１１日  開会式奉仕  

スタンプラリーイベント準備  
 

８月１２日  スタンプラリーイベント奉仕   
８月１３日  閉会式奉仕   
 

５．活動に於ける 
役割  

後輩のサポート 
イベント準備  
大会旗の掲揚、降納  
 

 
６．収支報告  

使用品  金 額  備考  
   
   
   
 
７．期 間  H２４、８、１０～８、１４ 
 
８．実施展開に対する反省・評価  
 
 

 
 
 
 
 



平成   年   月   日  

活動実施計画書４  
 
活動チーム名                

 

１．活動のテーマ entertain in 朝霧キャンポリー 

 

２．活動の目的  参加メンバーを楽しませると共に指導者の立場を学びスカウトを

サポートする 
 
３．活動内容（目標） 

（活動１） 
プロジェクト報告  

 
４．行動計画（日程） 

月  日  内      容  場  所  
   
   
   
   
 

５．人的・物的資源  
 
 

 
６．役割  

役 務  氏   名  内     容  
チ ー フ 、 マ ネ ー

ジャー 
袴田真由   

   
   
 
７．期 間  H２４、４、１２～７、３０ 
 
８．予算概要   

 
合計     0  円  

 
９．隊長評価  

隊長名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 



平成   年   月   日  

活動実施報告書４   
 
活動チーム名                

 

１．活動のテーマ entertain in 朝霧キャンポリー 

 

２．活動の目的  参加メンバーを楽しませると共に指導者の立場を学びスカウトを

サポートする 
 
３．活動内容（目標） 

（活動  ） 
プロジェクト報告  
 

 
４．行動報告（日程） 

月  日  内      容  場  所  
   
   
   
   
 

５．活動に於ける 
役割  

 
 
 

 
６．収支報告  

使用品  金 額  備考  
   
   
   
 
７．期 間  H２４、８、１５～ 
 
８．実施展開に対する反省・評価  
 
 

 
 
 

 

 

 

 



平成    年    月   日  

プロジェクト報告書  

テーマ 「  entertain in 朝霧キャンポリー 」 
活動チーム名：                 

 
             ボーイスカウト静岡県連盟  

所属団   浜松１２団    氏名  袴田真由          
 

１．プロジェクトの目的  

 
参加メンバーを楽しませると共に指導者の立場を学びスカウトをサポートする  
 
 

２．目的に対する結論（まとめ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
（プロジェクト報告書②） 

 

３．プロジェクトに対して 
 
①反 省  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②評 価  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③感想と課題  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
（プロジェクト報告書③） 

 

４．チームワークに対して 
 
①反 省  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②評 価  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③課 題  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

～個人の目標（資質の面）に対して～ 
 
①反 省  
自分から話しかけたり」、相手から話しかけられたりと、お互い積極的に交流することが

できた。最 初はなかなか勇 気 を出せず、うまくコミュニケーションをとることができなかっ

た。しかし、愉快で優しいスカウトたちに出会って、自分も前向きに交流することができ

た。せっかく話しかけてもらえても、英語の意味が理解できず、チャンスを逃してしまった

こともあった。自分の英語力の未熟さに悔しい思いをした。次回同じような体験をしない

ためにも、今から努力していきたいと思った。 
 
 
 
②評 価  
バッチ交換をした人はだいたい２５ヵ国の人だったが、実際にはもっと多くの国の人と関

わっていたと思う。交換だけでなく、メールアドレスを聞いたりもして、ジャンボリーが終わ

っても交流することができている。フェイスブックや Twitter もその一つである。今回多く

の人と関わっていく中で、精神的にも大きく成長できた気がする。 
 
 
 
③課 題  
とにかく世 界 で人 々と交 流 するためには、英 語 力 が必 要 だということを改 めて感 じた。

今 回 は単 語 をつないで何 とか言 いたいことを伝 えたものの、語 彙 力 が足 りないため苦

労することが多かった。今後の活動に向けて、英語力アップを目指していきたいと思う。

また、この派 遣 で経 験 したいろいろなことを、より多 くの後 輩 たちに伝 えていきたいと考

えている。 
 
 
 
◇隊長の評価  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
認定日    年    月    日  
隊長名  

 


